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焼 石 岳 とその 周 辺

水沢市西方の焼石信 (1548m )は、梨駒固定公幽κ含ま れ、山f主愛好家のみでなく 、

→空市民bても広〈親しされて刷る火山である。

脊梁山脈中核の頂上vc:噴出 した、那須火山穏に属する第四紀の火山と考-え られてv、る。

たtJひ の

噴火の中.c，は、南東部U亡者うる高稽百E山付近と推定されて凹るが、その後の鉱化作用 ・風化

作用 ・侵蝕作用Uてよって火山の形態を復元する与はむずかし円。

写真は、横岳付近から見た焼石信山]貨でさbるが、石英含有紫蘇鈴石安山岩からでき てW

しとまえ

る。そのほかK、岳山 ・尿前付近で石英安山岩質溶結凝灰岩がるり 、任状節努力Z発途 し、

胆沢川沿岸に広<111出 して明る。また、つぶ沼付近κは火山角際岩や緑色頁岩が見られる。

加わゆる「グリ ーンタフ」も広 〈発達して加て、変朽安山岩 ・緑色凝灰岩左 ども見る多が

出来る。

尿前Vては、我が国でもめずら し加、ロシタ フ 1.Jレ式タ・ムの 「石淵ダム J;がさうり 、地学的

κも色々なも しろ引所なので、一度は訪れて見た別所で高うる。登山絡は、ζの石淵ダムロ

と夏泊温泉口がさbる。 (藤原郁夫 )



薮川、遠野はほんとうに寒いか?

岩手大学教育学部奥山雅美

今まで、よく劃11、道街は H寒い11と言われてきたが、はたしてほんとうに寒いのだろうか。岩

手大図書館に古い資料が残っていたので何とか活用した〈思い、とのととを調べてみるととにした。

との資料は「岩手県気象年報」で明治88仲らの記録が記載されてある。最近の気候は盛岡地方気

象台編の「岩手県気候誌Jで報告されているので、ととでは明治88年から昭和 U年までの資料を厳

川ヘ遠野、盛岡、宮古などと比較擬すしてみることにする。向大正初期までは、との 4地点を比

較できる数値として、午前10時の平均気温しか得られなかったので全部とれK統一した。

低川は盛岡から北東へ約40Km、海抜 680悦

のと乙るに位置し、乙の高度は藤七(1，400悦〉

松尾(880悦)K:次く宵さである。又、遠野と

同様盆地地形をなしている。

気温を決定するのにいろいろな因子がある

が、薮川、遠野K:j;...いては地形、又、薮川で

は海抜高度が加わって気温K影響を及ぼして
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いるものと思われる。高度が増すにつれて、 5 

気温は1.000怖で約5.5'C位低下する。〈図1)

はほぼ同一緯度K砕いての高度による気温の

変化を示している。各観測所K:;1，-..いて、気温

を決定するいるいろな気候因子があり、乙の

グラフKは補正が必要である。又、サンプル

300 600 官1

(図 1) 

数も少ないがそれらを無視すると、高度が高くなるにつれて気温が低下しているととがわかる。実

線のグラフでは高度差が約500悦で温度差は&5'C、点線のグラフでは高度差約540怖で温度差が之5

℃である。他。条件が入ってくるにしても、薮川では高度K最多掛されていると考えてよいだろう。

盆地地形は、夜間に周囲から冷めたい空気が流れ込んで底K冷気湖が形成される。したがって最

低気温がm:くま払風も弱いので日中の気温も高くなb気温の較差も大き〈なる。

との乙とは、厳川、遠野Kもあてはまる。

〈図2)は明治88年から昭和 12年までの午前10時の 1月、 7月、年平均気温の変化を示しているo

乙れを見ても薮J11が一番寒い ζとがわかる。あとは遠野、盛岡、宮古のj闘になっているが盛岡も結

構寒い。 7月の平均気温の変化を見ると、宮古は太平洋岸にあるため気温が比較的低くなっている

が、残bの8地点は 1月の平均気温を見てもわかるように宮古よ b気温が高〈在っている。とれは

8地点とも内陸で、盆地地形をなしているため較差が大きくなるのである。全体的に見ると年・月
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によって気温の変化の仕方が4地点とも似ていることから年・月によって寒かったり暖かかったり

する年・月があることがわかる。

盛岡測候所の「岩手県気候表J~よると、大正13年から昭和 8 年までの 10年間で気温の県内第

1位の低極は薮J11の-26.9'C(晒和8年 8月14日〉になっている。遠野は-22.3'C(昭和8年1月26

日〉、盛岡はー12.8'C(昭和2年 1月28日)、宮古はー14.6'C(昭和 8年 1月30日〉と左っている。委参

考までに、 1931-1960年までは、気温の低極は蘇川の-36.0'C(昭和20年 1月26日〉が第 1位で、

他の地点の値とかけ離れている。薮川の第2位の低極は-3l4'C(昭和 15年 1月 10日〉、第 8位は

-8Q.6'C(昭和 14年 1月18日〉である。又、県内第 2位の低極は遠野の-26.5'C(昭和15年1月21日〉

と左っている。

以上のことからも、薮川、遠野は県内でも最も低温の地域で H寒い11 と言って間違いないだろう。

参考図書

・岩手県気象年報〈胡治38年~昭和12年〉

・岩手県気候表〈岩手県盛岡測候所昭和10年11月刊行)

.岩手県気候誌〈盛岡地方気象台編〉

*現在の薮JIIの観測所は麟日37年、玉山村役場薮川支所~íilj立された。それまでは大正5年から

薮川郵便局K砕いて小倉寅太郎さんらによって観測訪続けられた。

〈図 1) 実穂は宮古、川井、門馬、盛岡、雫石、沢内、点観は岩泉、薮川、渋民の値である。

〈大正 6年-15年までの午前10時の年平均気温の平均〉

〈図 2) 明治お年吋自和U年までの 1月平均気温、 7月平均気温、年平均気温の変化を示す。

猛暑つづきの9月の東京と地球の寒冷化:東京では 8月27日:から、 9月14日の 28.30 という

1日限りの涼しい?日を除き、残Pは 9月22日まで連続26日間(8月を入れると回日中45日間〉

が毎日泊。をとえる言諌的猛暑となった。盛岡や秋田でも 9月7日まで連続 300をとえて新記

録をつくった。テνピKは彼岸の入bというのに氷屋やアイスキャンデー屋が繁盛し、海水浴

をしている東京その他の風景がうつってお金のようであったし、十五夜のb月さまも泊。をと

える暑さでは中秋の名月とまではいかなかったと恩われる。予報では今年は夏が短か〈秋が早

いという事であったが、「秋の空 Jというのは専門家でも当てるのは難しい所があるらしい。し

かし今年は一方では画舘海洋気象台長の1昨後の地球は寒冷化していゐという発表があり注目さ

れた。それ花けK今年のようK猛暑がつづいても地球の嬉冷化が進んでいゐというCであれば興味が

ある所であゐ。とれKよれば1985年頃Kはそれとそ東北は重大な冷害K見舞われゐ事Kなゐが、

地球の気候が今後どの様Kしてそうなって行〈むかは我われも関心があD確めて行きたいものである。
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冬山につ いて

岩手県警出堀宏明

冬山登山の注意

東北の山岳は、標高とそ低いが緯度の関係で樹木も低〈、冬期間γベリヤ大陸からの季節風が吹

き天候がー且崩れようものなら、なだらかな山容は地吹雪と左 b、コースを迷いやすい状習と在る

ため、冬山を歩乙うとすれば、無雪期からの地形の観察が大切である上、地図と磁石で方向の確認

を習慣づけて辛子〈必要があるo

夏山と違って行動時聞は、朝 7時から午後2時までと考えれば、 1日役T時間しか行動できず、

往復コースが行動することが多いので往路の4時間ぐらいか 1日の行動半経と左るため、夏山でも

同じととですが、特に早発ち早着が大切である。臓ま懐中電灯をたよ þ~行動するぐらいの心掛が

必要である。

スポーツは総て健康管理が大切である。山に入ってからは皆気をつけるが、入山前の注意比忘れ

がちであるから、充分左睡眠と、充分な栄養の摂取に努力するととによ b、登山行動中を余裕ある

ものとし、凍傷にもかかbにくい。

冬山では、風とか雪と寒さに対する対策か重要である。温かい乾燥した衣類だけでは適当ではな

い、適度左運動と食物の摂取も加えるべきで、特K体の熱の発生源は筋肉の運動によるととを忘れ

てはいけない白筋肉は運動すると温かくなるが、それを冷さない程度の休憩と、汗を流さない程度

での行動を守る乙とが冬山を上手に歩〈コツである。

体の保温を守るためには、純毛の下着の外、防水、防風、防寒のためのすぐれた装備を用意しな

ければ左ら左い。

自分の持つエネルギーを無駄な〈最大限K刺用するためには各自が注意し左ければならない。足

の筋肉を冷さ左いために登山者は、純毛のストッキングをはさ、休憩時は常K風を背にする外、手

もできるだけ風に当たら左い工夫をし、手足が冷えないように行動中は、手足の指、顔面の運動を

忘れない。

登山は常に異状な環境と考えて間違い左い。潜在的K疲労感や不安感、緊張感が交感神経を興奮

させるため、精神状態がアンバランス陀左るととが多しそれが食べものの好き嫌いか大き〈変化

した払疲れ過ぎて食欲がなくなった払時Kは食うととを忘れさせたbするため、 4掛けて定期

的に食べる乙とを訓練する必要がある。運動中は、胃腸が不活発であるから、少しづっ何Ë]~も食

べる方が胃腸の負担を軽〈し調子をくずさ左い。

携行食糧については、重量の問題もあるが、各自の長い食生活からくる噌好も大切であるのでい

ちがいには言えないが、行動中は消化の早い炭水イ働系のものと糖分と同じように発汗で極分が不

足するので塩分の含んだ食物も携行するべきである。

筋肉疲労は、栄養補給以外解決してくれないから夜は消化が遅いが高脂肪、高蛋自の肉類やパタ

ー等の乳製品を充分摂取する必要がある。
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冬山の恐しいのは、雪崩による事故である。雪崩の起きる傾鹿は、 250
__60。が多〈、積雪によ

っても異るが、 350__400 ([)斜面に割れめが隼じている場合などは特K危険である。登山者が、動

物的本能というか、直感的~í危険」と感じを抱くのは、 35度以上の傾面といわれているが、 250

以上で起こるととを忘れてはなら左い。

雪崩事故の原因を見ると、多くは人のひき起乙したものが多〈、たいていの雪崩遭難は、犠牲者

が自から雪層に負荷を与えて誘因し発去した。新雪または板状雪崩によるととが多いといわれてい

るoそれに雪量ばかDではなく吹雪の聞とか、降雪中または直後で起きているものが 8剖といわれ

ているため、特に降雪中とか直後θ行動は注意し左ければ左らない。登山行動は出来るだけ沢すじ

をさけ、また前記の斜面を極力横切らないよう心選}け出来るだけ尾根す υEルートをとるべきであ

る。天幕設営にあたっても同じととで、展望の良い平担地とか尾根上K設営するべきである。

岩手山地域で雪崩の危険箇所は、鬼ク城北面、と頂上から焼走9VCかけての斜面、犬倉山の元湯

一帯と岩手山K切込む測ま全部危険である。裏岩手では、大深岳南側一帯、峨姐森東傾面のほか小

書面北側の外三Y石山の傾面もけして安全だとは言え切れ左い。八幡平は、藤七温泉の北西の急斜

面と茶臼岳ともみ山の東斜面は油断できない。

雪積期の登山は、夏山と違ってどとでも自由に歩ける上、天候がくずれやす〈、コースを誤った

bして、予定ど$'09の行動できない要素が多〈、事故で左い避難さわぎが毎年起きているため、登

山にあたっては、必ず家族の人K計画予定表を渡しO日O時まで帰ら左かったら山の友人K知らせ

るとか、用織の警察署に連絡するようK指示する配慮がほしい。登山届を出すことは言うまでも左

い。安全で楽しい登山は事前のIL4M-けが大切だと思われます。

冬の岩手山

冬期の岩手山登山コースで良〈登られているのは、柳沢口と網張口である。とと廿ま、 2泊 8日

の予定でもっとも変化の多い、樹林帯をくぐb抜けて岩手山K登る、網張コースを紹介します。

1日:網強スキー場のリフトを 2度乗b換えると山頂駅K着〈、ことでスキーに γールを取付け

て、スキー場頂上までは10分とかから左い。(姥倉山まではツアーコースとなっているため、指導

擦が所々に見えるが完全なもので左い)スキー場の上部から犬倉山を右手K、中腹を巻いて犬倉山

の北側K出る。とれよ b姥倉山方向K少し下って、平担地である澄川源流のアオモリトドマシの樹

林帯を縫って姥倉山のすそ野に取付〈。との付近で午後 1時が過ぎていれば、無理をせず樹林帯。

中K天幕を設営した方が良い。アオモリトドマツがまばらになれば姥倉山の広大志斜面で東方〈姥

倉山と黒倉山の鞍部を目ざし)~傾斜を緩〈ルートをとれば、まも左〈左側上方K岩稜が見える。

乙の付近から県倉山山頂に向けて進むと、前記の広い鞍部Kでる。

犠世化したアオ毛リトドマツの林聞を抜けて県倉山への笠bにかかるが、乙の付近は風が強〈ク

ラストしているため γールをいためるととるであるが、ちょっとの区間であるからはずすととはな

い。雪積の少なν犠線を県倉山を目指して釦O悦も登れば、夏の指導標が右手方向K出て:i:;-9、と

れよ b黒倉山Kは登らず、黒倉山と鬼ク城尾棋の鞍部方向K巻さぎみに下ると展望が開けて、黒倉

山北面の絶壁が望まれる。展望の良い設営最適地だがあま b焼切沢側によらないζとである。
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ことまで鮒1ば岩手山頂上は 1日行動の射程距離に入るから、無理してb花畑〈八ツ目〉までテ

ントを進める ζとはない。

2日:好天の場合は、スキーをデポし、ピ yクル、ワカンジキのみで鬼タ城経由で岩手山K登る

ととも無理では左いが、とこでは、もっとも安全左b花畑経由で登るコースを紹介します。テント

から~m目へのコースは、稜線から急斜面を下る乙とからはじまるが、積雪の状感K よっては雪崩

の危険もあるので、夏道どまi"t尾繰を下ると良い。焼切沢まで下る必要は左〈、沢との中間よ b、

上部付近からb花畑を目指してやや下b気味K最短距離で進むと良い。

b花畑は伊j年指導憶が出ている。残雪期や真コースはま鱒標からb鬼タ城寄Ttc不動平まで登る

が、冬山コースは反対に指導療を左手K直ぐ進むと良い、スキーラタセルの聞係でできるだけ沢ぞ

えに登b標高1，600悦付近で森林限界になる頃は、沢も浅〈左b、層風尾棋、鬼ク城の展望もほし

いままになる付近から右方向に不動平を目指して登ると風のため便雪地帯と左 b、スキーをはずし

た方訪喋し〈左る。天気が良いとスキーをデポした〈左るが、冬山の天気は変Pやすいととを思えば

必ず不動小屋まで持遮ぶべきである。

不動平からは硬雪地帯を夏登山路コースど~þ 慎重K登れば頂上までのコースは、強風とか視界

のきか左い気象条件以外は、快適K登るととができる。

下山コースは、省絡をスキーで下るのが一番楽し〈早い。不動平からは届風尾根よ Ttc寄って、

金総田を目指して下れば良い。いったんb花畑氏下ってから往路を県倉U織部まで登b、県倉山を

巻いて姥倉山稜線K向かつて進み、鞍部ゆら一気VC:l9γカンパのまばらな大斜面を滑b下る。ア

オ毛リトドマツ樹林帯K入ったら犬倉山K向かつて緩い林聞を楽しむと犬倉山の斜面は〈ずで、北

側を往路ど孝子りトラパースすれば網張スキー場上部はもうすぐである。

6 

コースタイム

網張スキー場上 (2時間〉 姥倉山 (80分〉 県倉山家営地(1時間〉 会花畑(8時間〉

不動平 (40分〉 頭上

下山コースタイム

頂上(80分〉 不動平 (1時間80分) ~花畑( 1時間〉 県倉山(1時間〉

犬倉山 (80分〉 スキー場上部

(出堀宏明氏。高校 1年当時よ b現在まで盛岡山想会K所属。昭和81年岩手山北面の綱ク沢を初

登準。剣岳・穂高岳・谷川岳の岩場でも活屈し、ヨーロタハの本場の7ルプスにも登っている

県山岳界¢経験豊富左ベテランですo) 

〔昭和 50年 10月 10自に岩手山で東北大学学自盟難。秋の岩手山は冬山対策が登山や調査K必要

左事を教えている。一行8名焼走り経由、冷雨まじりの寒気と疲労で初冠雪の山頂付近で倒れ、

不動平でー名死亡。訓練と装備不充分が原因であり、告徒の指導Kついても注意が必要である。

(K.T)J 



ヨーロツパ地学の旅

盛岡四高佐藤 沈

出発 1974年U月28日12時、日本地学教育学会Kよるヨーログパ地学巡検旅行団→i18各

〈案内と指導は木村達明・東京学芸大教授〉は羽田を出発した。ときは冬、冬至をすぎて聞も左ν、
その日は冬型の気圧配置であったから、関東の蛍ま蹄れ、福島からは彬陀越えるあたbから厚い雷

雲の上を飛び、高度約9，500悦に達した頃は日本海上空だったらしい。ジェフト気流は時速200Km

という猛烈さでとれに真向かいに機は北々酉K進路をとる。そ乙でボーイング707機の対地速度約

750Km/Hとなる。やがて震ははれて眼下K沿海州の白い山々が見えてくる。ととからは写真機は

格納しなければまらなかった。撮影禁止左のであった。

白蛇 γ ベリヤ上空はさす治~高気圧の原産地だけあって、震は殆どない。時折り絹雲が眼の高

さよ b少し低い処をサ?とよぎる。上層雲を眼下K見るのははじめてだし、そんな写真も見たとと

が左かったので興味深〈眺める。いわゆる圏界面のすぐ上を飛んでいたのである。アムール河の巨

大左蛇行に目を見はってから、まもなく北緯650付近にさしかかる。眼下にひらける γベリャの大

地は、ことが地球かと疑われるほど異様な死の世界にみえるo のつべbとゆるやかな起伏の丘陵と、

その聞を縫う白い河。凍結して真白で、極端に蛇行している。まるで白い蛇である。安定地塊では

川は河であb、蛇行は普通の姿左のであった。

真昼の満月 ふと右側の窓の後方を見ると高度1ト...20。ほどのととるにポフカリと白い月がみえ

た。月令は、理科年表によると12月28日正午で14..5日とあったから、まずは満月である。現地時

聞にしても真昼間である。日本の緯度では真昼の満月など見ることはでき左いのだが、 12月下句の

満月の位置は大体夏至点付近のはずであるから〈乙の目、正午で赤経 5時随分、赤縛22010')、

乙ζ北極闘ではζの月は殆ど沈まないわけであった。機は真西K飛行し、月はとれを追いかける。

それから何時間か、満月は窓の後方K位置を固定していた。

太陽は左前方の地平線すれすれに赤〈燃えていたが、地上は滞暗〈、クラルを越える頃は、地形

地悔ははっき b見え左い。クラルを越えると広々としかも鳳々とした凍土が続〈。羽田を発って約

9時間、機首は初めて南西K向けられ降下姿勢をとる。やっと人工を加えた地物が見えはじめ道路

そして灯火が、ポツリポツリあらわれる。そして 10 時間ぶþ~街がみえてきた。そとは毛スタワで

あった。一応降bる。給油で60分。と乙るで何とモスクワの気温は午後 8時で 0'Cとのこと。雪も

多〈左い。直樹句vc"暖冬か H と思う。

暖冬の欧州 4時、機はモスクヲをはなれ民に南西に進路をとって 8時間、夜景の美しいフラン

クアルトK溜〈。やはb欧州は暖冬であった。 1908年以来の暖かさで、雨がかな b降ったあとだと

いう。無気味に生暖かい風が績をなでる。一一フランクフルト 1泊ー一

U月29目、朝8時K朝食。しかしこ乙はさすがに北緯60鹿の地。 8時は真暗だ。 8時半、まだ

うすぐらい中をパスで出発、 100Km南下してハイデルペルPを訪れる。途中、木村先生からドイツ
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の地質K関して辛子話を承る。

「ドイアの山々は、ほほ東西に走っていて、 ζれが第四紀の植物進化を左右した。 5回の氷期の

跡が残ってかb、氷冠の消長のしるしが緩い起伏として残るが、そのたびK植物は山を越えて南下

しながら適応進化した。種は殖え、 1-2:平生のものや、球繰を作るもの、さし木の効くものなど

ができた。同じ氷期の崩しを受けたアメリカの植物もそん左進化はし制為った。それは、アメリカ

の山が南北に走っていた為だった」。

BEntsand s te i n 「氷河の前面は砂漢にまったらしい。また、北欽の岩石が巨諜と在って
7-:/tヨF-:/t vユタイ ν

南へ押し出され、赤い花嗣岩とか、結品の大き左クンタνン岩左どドイツにか在 b迩ばれている。

ドイツには石造の家が多いというとともあってドイツ人は石に典味をもち、地質学が育ったのも無

理は左いJi乙れから訪れるハイデルベルクでは、赤い砂岩の家が自につ〈。かの有名左古城もそ

うだ。との砂岩は三畳紀のもので Bu n t s a nd s t e i nとよばれるものである。もともと三畳紀

という名称の辛子ζbはドイツ式の地層からのもので、上葡劫;Keuper、中奇跡Musch e 1 kalk 
ヨイバー ムヅ v :r-~1J~ ク

そして下部が Buntsandsteinと名付けられ、はっき 98つに区分できる。との H ドイツ式11

はかつての砂漠の砂が湖K堆積したものである。対してアルプス型というのは海成層なのである。

……云々 ・…・・ 」

パスが着いたところで見まわすと、ハイデルベルクの町は、まるでb とぎの国のようだ。なる程

橋脚も家の壁もそして丘の上の城も、夕焼け色Kほλメ09赤い。一見 νンガのようだが近〈でみれ

ばまさし〈砂岩であb、中陀はクロスラミナの妙るものも多い。との砂岩は古生代のいわゆる

01 d r e d s and s to ne (旧赤砂岩)~対し、新赤砂岩とも呼ばれているという。ーーその夕

方、雨の中をパリK移動する。

パリと石灰岩 12月初日、ホテルの14階からパリ盆地をぐるbと見まわす。少女P胸のふくら

みのようま、緩やかな丘がある。モンマルトルである。パスでそ乙を訪問する。パスの中から眺め

たパリの建物は圧倒的K石灰岩造 b が多い。パリ盆地は古第三系の石灰岩が分布し、その周þ~ も

ジ a ラ系の石灰岩がある。ループル宮や、グェルサイユ宮殿K入ってみても、柱や壁や沢山の石像

が、殆ど石灰岩で、色彩も実K多様で、化石の含まれたものも多い。

U 月 81 目、殆ど全日自由行劫だったので、セーヌ JII~沿って歩きまわる。パリは電柱。左い町

である。地震が左いから電線の地下埋設も容易左のだるう。ループル宮の川向いの央まった小さな

通 9~ とじんま b した博物標本庖があ b 、そとで三葉虫やアンモナイトの謀本とフラ Yスの地質図

( 2枚 1組〉を買った。全部で1万円ぐらいだった。

陽気で無郷気でイキまパリの大晦目。夜のエタフェル塔を見上げたらオリオンがひっかかってい

た。ふbかえって北極星をさがしたら、さすがに高い。パリは48
0 Nなのだった。

掛けて 1 月 1 日 a オルリー空港を 10 時45 分に飛び立ち、ロンドY空港 ~10 時 45分に着〈。時

差 1時聞のととるを 1時間で飛んだのだ。

ロンドンは520N、薄汚れた町である。

自然史博物舘 1月2日は終日博物館を見学。いわゆる大英博物館ではなく、日本製の観光案内

Kは載ってい左い BritishMusewm(Natural History)の方だ。場所はサタスクン
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ジントン。 建物は三棟。それぞれ自然具、技術、地質の各館で、化石は自然史と地質と両館で見ら

れ、特vc魚化石のコ レクシ g ンは世界ーといわれる。さすが海i械の国。よくも絡めたものだと思う。

入場は無料(労働党内閣になってから)だが、入館の際は持物検査があ b、特K日本人κはきびし

い。しか し中K入ゐとか左り自由で、写衣.などは自由κとって良い。地質館は、入ってすぐ売庖が

あり、そ ζで英国の地質図(全紙大)を買ったら、たった.40ペンス(約 300円)だった。そとから

一段上ると、体育館ぐらいのスペースで、宝石、ジェムスト ーンだけの陳列所があり、とぶし大の

ダイヤなどが無造作Kないてあゐ。

2階は少年少女向きの H地球の歴史 ρ コーナーで、テープ、映画、スライド、γ ュミ νーγ ョン

など巧みK使って、太紛系の成Dたちから地球誕生、地殺生成、マグマの分化、熱変成、助力変成、

地紋変動、造山湖b、それ削娠の体験室もあって楽しくわかり良〈勉強できる。 3階 4階は岩石

鉱物鉱石化石の陳列所で、等身大の自然伺や、 1∞K9の自然金など"q誌かされる。じっく P見たら

地質館だけで4日ぐらいかかりそうだ。

復 、ホテルで学習会を持つ。一一英国の地質概援に合、てだった。

英自の地質 イングランドの治どの地減は安定帝κ凶し、堆積も地向多地主でないから、層以は滞

〈、稽幽も極めて弱い。先カンプリア芥から第四系まで、パリスカン造山手ifの内側K整然と帯状に

分布し、化石の保存も良いという。 t註芥共通の地質辱代名称の起!1Ji(も、半ば以上が英国Kある。

一一一く図~Il<<> 一一一
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巡検 -1 1月3目、 9時、 ロンドンを隊れ、急行列車で北K向かう。約300Kmを3時間、途中

は笑K左だらかな地形でるる。妥ものつベbしている 。それに しても 、いかに緩冬とはいえ、北緯

52_540 の地方で、緑野が延h と続いているのには矯 〈。 所々に巨大な煙突を もっ火力発屯所が煙

を吐き、議を湧き訟としているのを見る。 一天俄かKかき4まったと見れば、それは火力発電所のせ

い左のであった。文字通D石炭層から成る石炭系がとの下にらるのだった。やがて 12時、列車はヨ

ークK追く。

54
0
Nω町空はきれいに開れて、真昼の太陽は倹ざまに眼K入るから、 簡を向くと舷しい。ヰほ牟

54度であるから、冬至前後だと、せい一杯の

南中高度でも 13度ぐらいのものである。ヨ ー

クは減墜と水の美しい町で、ζ の減壁は自主E

系の砂岩を材料に している とのととだ った 。

白い砂岩の壁なので、斜陽をまともK受ける

とよけいκまぶしくみえた。

ホテルで一休みの後、 パスでヨークから来

海岸のスカポ ロ-1tL向かう。

ヨーク付近は、最新の氷河の終点になっていて、モレーンの丘がい くつかある。ち zうど三日月

型のパンの形で半径15Kmぐらいとのζ とだ。パスはその丘を越えて北京に進む。栂岸はゆるく盛

b上って、いわゆるクスタ地形をなしている。

スカボロ ーの町をすぎて、三位紀中期のデ

ノレタ堆積物から成る海岸ぞいに更に北へ進む

と、 ホイァ トピイ がある。そとは中部ジュラ

系の機式地なのであった。岩質は 001 i t e 

(踊状石灰岩)を主体とすゐ石灰岩貫頁岩、砂

岩で、二枚貝化石(spiny shellなど)が

かな b含まれていた。厳以はうすく、やわら

かい。日本の新第三系程度の感触だ。残念だ

ったのは、歪1踏が午後3時半で日没だったζ
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とと、その海食佳は東向きだったととで、正味20分しか作業できず、001i t eも他物化石(期待し

ていた〉も録集できなかったととである。

北時54020 Iのとの地では、 1月はじめの

径は 7時間しかないのである。それにしても

呉線衣服じだったのは、日本ではみた ζともな

い泌物ばかDが、なだらかに統〈丘一l函に生

えているととで、斜葉樹よ Dも鋭くかたいZ誌

を持った背のl広い植物が、このま王冬K黄色い

花を咲かせていたタした。

翌 1月4日はヨークの早朝の町(と言って

も9時頃)の朝市を見た夕、教会を訪れたb

したのち、自然博物館に入ってみる。もちろん無料。中生代の化石がほとんどで、壁Kズラリとは

bつけた療本は手を触れてはいけないのだが、下K置いてらるものは自自にさわってよいのだった。

Ichtyosaurusの完全なものもあった。博物館は町の点中で、践でも気楽κ入れるようκなっ

ているし、 昔話しκよると、町の人が化石などを発見すると自分の宝物Kしてなかないで、すぐ博物

館K収めるという習慣がついているとのととである。そのかわり、博物館ではその発見者、採集者

κ闘すゐ記}協を大切にすゐという。

..…昼ち zっと 前の列車でヨ ークをはなれ、ドーパーへむかう。ロントンを経由してドーパーへ着い

たのは午後 6時。 一泊。

巡倹ー2CLondon clay) 1月5臼、 911寺に宿を出て、パスでラムスグートKむかう。海辺

の町、坂のある町である。大きな石垣があると見えたのは、災は古第三系の地層であ った。いわゆ

るLondonclayとよばれるもので、ロンドンの町を支えているテムズ川沿いの盆地を形成して

いる Eoceneの堆稼働とのとと。岩質は、泥岩から γJレト岩、二枚貝の化石や具の破片などを、

かなタ含んでいた。

Chalk London clayから一段下の、波打ち際に下タると 、そζは Chalkの盤であった。

しかもその中に f1 i n tの諜(不規則念、あたかも猷骨の骨片状のもので、ひとかけらが10cm程

度)が侠みとまれている。

Chalk は上部白亜系で、者主総長総涜は 、法だしい違法のと とるであ夕 、 堆t'~物の正体は 、 有孔虫

などを含む石氏質の生物の遺骸であるという。 l語躍は350骨Lぐらいというが、民そのものは海煽上

せいぜい100悦程度であろう 3 生物依片の少ない部分は妙質だそうだ。 f1 i n tの起源、は先カンプ

リア系だという 。

Wealden ラムスグートからプライトンK向けてパスを走らせる途中、中部、下部臼A!.系の出

ている所をjifiるのであるが、道ばたの民家の婦などを副総していくと、ラムスグート付近では、よ

くフリントを使ったものが自 Kっくが、だんだん西へ進むにつれて砂岩K変っていく。またζの地

方にも、日1!E系の下陀ある石炭の存在を示す竪坑のやぐらとか、火力発1t!:所が散見される。竪坑の

採さは300悦程度、また、イ ギリスの炭層はもめていないので、その古さにも拘らす官扮化石など
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の保存も良好だという話であった。

下部白亜系の green-sandも見る予定

だったカミ 生俗、路頭が見えな 〈なっている

とかで議らめ、最下部のWealdenl語を見

に行〈。それも時偽物関係でブライトンは諦

らめて、途中 の へイスティングスとベーク

スヒルの海岸でまにあわせるととにする。そ

の とき、 もう時刻は午後4時に近〈 、サンプ

リングには10分ぐらいしかとれなかった。

とのWealden層は赤茶けた砂慣の層で、

海函上約20骨E程度の海食躍を形成 し、ほとん

ど水平属であった。乾燥地性の陸成層であゐ

化石はとうとう見つからなかったが、陸性他

物とか恐竜の足跡など発見の可能性があった

のだという。 ζの続きと見られるベルギ ーの

Weal den I活からは、多量のIguanodon

が発見されているそうだ。

白い壁 あ〈る 1月 6目、ドーパーの宿を出て港K出る。いわゆる H ドーパーの白い壁 H がそと

に続いていた。真白い chalk(白星)でるる。崩れ易い訟で、あちとちにDANGERI の立

看板がある。我々が教室で使うチョ ークぞのままだ。 ζの陸を洗う北海の水は、とれ又白っぽい黄

緑色K濁っている。何故かときいてみたら、 珪泌が多量Kふ〈まれているためだという。宮沢賢治

のいわゆるイギリス海岸は、北上川に洗われ

た新第三系の白い凝灰岩の崖であるが、なる

ほどよ〈似ていると思う。水の色さえも似て

いる気がした。

小雨まじbのまt.lJ空だったが、もし天気が

良ければ、低い太陽が侠ざまK崖を照らし、

さぞかしまぶしい白い壁が見られたととであ

ろうと籾か鋭念だった。

フェリ ーボー トで 3時間、ベ ルギーのオス

テンド港K渚〈。オステンドの駅も石造bで、石灰岩がI3I'Cつく。夜プラ y セルに泊る。

恐電縛物館 1月 7目、ブラァセルの有名な恐竜惇物館をたずねる。王立自然、史博物館というの

が正しいよう だが、ζの博物館は、イ ギリスのそれK比べるとかな D暗 くて不親切な感じで、;写真

も撮らせてくれないのは銑念だった。しかし鴛くのは Iguanodonの完全な化石が11体も同じ室

K立っていゐとか、 15mもあゐサメの化石、その他訟びただしいハ虫類 (カメが多かった)、晴乳

類攻ど、ずらりと並べられているととだった。入館者はほとんど中、 高校生で、綴本のスケァテ風
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景が処々で見られた。写真よりはスクッチの方が、勉強K在ることはまちがい左い。

午後は列車でプラタセルからポンを経て、フランクアルトに移動したが、車内で何人かの大学生

が熱心に勉強している場面K会った。日本の大学生と〈らべて、乙の違いは一体何だるうと考えさ

せられた。

ス力ンジナビア 1月8目、暗いうちに、ヨーロタバ最後の朝食をとb、フランクフルトの空港

へo空港は北緯ω002'40"、東経8034'10"、離陸後まもなく雪景色がみえた。懐しい。コベン

J、ーグンで一休みの後、午後 2時離陸、いよいよ雪にすっぽb榎われたスカンジナピアの山を越え

る。しかしはれた真昼というのに、地上に直射日光はあたっていない。太陽は、 1万制上空から見

て地平線すれすれである。フィヨルドの海崩主、想像していたよ bそれとさだかでは左い。やがて

機は北海からグリーンランドロ地上の機子は暗くて殆どわから左〈左るo

オーロラ 太陽は地平線下、南の空の色は実に〈っき b色分けされた。頭上は真暗。高度300
ぐ

らいで濃紫→濃背→緑青→うす水色とかわb、50ぐらいが白、さらに地平線に沿うて樫色の帯。そ

して地平線から下Kひるがる大地は背黒い。ヰ悌700付近と思われた。そこでもしかすると…・と

眼をとらした。すると、暗い中天K、薄いカーテン状のものがゆらめいているのが認められた。乙れ

だ。とれがオーロラK違い左い。…・・仮眠中の仲間をゆ T:$，"として、感嘆の声をあげながら、しば

しの間みつめ続けた。オーロラは確かにバンド制亡発生するようで、その中でたえずひらひらとう

ねbを変えるようだ。ひだの重在った所で光は強められ、色もハッキリするが、大部分は白っぽい

ベール状であった。いるんなタイプのオーロラがあるだろうが、私が見たのはそんなふう左ものだ

った。

真黒 やがて機は北忽闘を頁K央探〈進むo私の予想では半年が夜とは言っても、太陽の沈みが

浅いのならす乙しは掛るいだるうと思っていたが、意外や、外は真暗闇だった。

酉からの日の出 しばらくして再び地平総が赤味を見せはじめ、眼下の山並みがぼんやb見えて

きた。そとはアラスカ上空であった。自喧々の山々はすべてとれ見事な氷食地形左のであった。

太陽が南西の地平線から昇ってきたら、眼下Kは甚だしく蛇行するユーコン河の白さが異様Kく

っき b見えていた。

-2S
0
C そして、またひと山越えればアンカ νジであった。アンカ νジ空港は、見るからに極寒

という感じで、透胡左空気と粉雪と1広い太陽。着陸したときアンカ νジは昼の12時であった。 コ

ペンハーグンを出る時午後の 2時だったから、飛行機は太陽よ T2時間も先まわbしてきたのであ

った。と乙るでことアンカ νジの気温は氷点下25'C。日本と共に北米西部は寒冬の真ただ中なので

あった。

日本よ日本 1時間休んで離陸。ベーリング海、アリ晶一γ ャン列島上空天気良し。列島を境い

に、海は氷と水に分かれていた。日付変更線をこえていきなT1月9目。理屈では解っても感覚的

にはピンと乙ない。やがて日本列島が見えるかと思うあたb、俄かに護料亭くな b、機体のゆれも

はげし〈左った。天気図によ〈ある、西高東障の東誌の最多響であるうかと想像し左がら陸地の見え

るのを待つ。

やがて日本の梅津線、北関東の山々、そしていかにも日本らしい段丘地形、いかにもととは人同
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の住んでいる島だ。生活反応(? )がいやという程にあらわれている。無残K皮をひっベがされた

山、アリマキが草にしがみついたような住宅 H ・H ・やがて羽田。雨が降っている。それに何という乱

雑/ よくも乙んなととるに着陸できるものだと寒気がするほど、空港のまわbは人間泊勤でびっ

しb取 b幽まれているのだ。そん左 ζ とも闘係してか、着陸は 1回でうまく行かず、復行して 2回

目K成功。時に午後4時20分。 予定よ.t1時間半砕くれた。

終りに 今回の旅のねらいは、イギリス海岸のテヨークと、博物館にあったが、予定外の収楼K

私は満足している。それは、高緯度地方の冬の実感〈暖冬ではあったが、太陽の高さということに

主眼を砕いて〉、それK地質や地形が、造山帯と安定帯でどうちがうのかというととの実感。更に

それと気候、天象が、そとに住む人々の国民性K与える最多響といったものまで、興味深〈観察、思

考の機会を与えられたことを婚し〈思っている。成念なのは、何10年来。、所によっては 8ω 年

来の暖冬という特異な状態にぶつかったととで、次に訪れるときは平年並の時をえらびたいと思っ

ている。

余談になるが、ヨーロタパの暖冬と、日本の寒冬の話をしたと ζる、ある65歳の婆さん---!;学伎

を出てない人一ーが乙う言った。

「左るほど、そうやって神様7釣b合いタコとって〈左ハる Yだナス。胸が前サぼーんと出てる娘

は、ケツも後ろサ出はって釣b合ってるもんだモナタス」

最後に蛇足をつける左ら、外国へ出るならなるべ〈自費がよい。るみ与から金をもらって行〈左

どは絶対にやめた方がよい。 b銭別も拒否すべきである。ヒモなしの旅とそ最高であるう。

14 

報告ーその 1- 昭和48年度決算

収入繰 越 金 96.662 支出欝師謝礼 5.660 

会 費 59，456 会誌5母印刷費 84，000 

会誌〈会員舛) 2.865 会 議 費 1，180 

広 告 料 24.000 通 信 費 12.878 

罪U 子 ~291 事 務 費 1，180 

メロ~ 計 190.278 メロ』 計 54，848 

差引残高 185.926 (次年度繰越〉

一言fコ上を一定の速さで動き、視太陽と同時K春分点を出発し 1太陽年後K祝太陽と同

時K春分点にもどる仮想の太陽問えゐ。乙れを口とよぷ。との文章、実は昭和畔度の

岩手大の入試問題の一部であゐ。もちろん地物問題。選択すべき語句を与えてbいて仁コ

内をうめる問題であった。後の方は平均太陽であゐが、出題者の関心は前の方K受験生がなに

を入れゐかという点Kあった。なかKは黄道と入れゐ学生もあゐのでは?結呆は、出題者を驚

喜させ、かつあ然とさせゐものであった。天の赤道とした学生K対し黄道とした学生は 2倍も

あったという。(M・工〉



地域の素材を生かした 5年「地層」の指導

一戸町立出ル町小学校 小守一男

I はじめに

地層のメカエズムを理解させるには、原則として地域の素材K立脚し、.スクールの大左るもので

あることを体で実感としてとらえさせるととであると考えている。教科書など普通の場合、地層は

流水のはたらきKよってできるものであるという前提で、地層K含まれている円礁に着目させると

とによって地層のメカ=ズムを類推させるととが多い。

ところ油、小烏谷地域Kは同様を含む地層の分布は一部分K限られ教材化するKは無理である。

叉、第四紀の地層も少をい。反面、角礁を含む地層が広範囲K亘b分布しているので、との地層を

調査し教材化してみた。

そして指導に当っては、一地点の地層を観察して分級作用を理解させるとともK、地層のスクー

ルをとらえるために、ポイ y トである露頭の観察だけで左〈、多〈 θ露頭を一巡して観察させ共通

点を発見させ、ライン〈広がt)としてとらえてい〈方法を試みた。

授業の中では当然、地層K含まれている化石K注意させ、堆積当時の生物の様子を想像させる。

E 指導要領に示されている目標

(3)地層の重なb方や地層をつ〈るものの特徴K気づかせ、それらを流水と関係づけて理解させ

る。

ア土地Kは、地層の重左b方や地層K含まれている物・地層の厚さや広さまど、つ<!HC特

徴があるものが見られるとと。

イ 地層は、 bもに流水のはたらきでできるとと。

ウ 地下水の通b方は、地庖のつく bと関係があ

るとと。

E 地層の広さ〈広がり〉についての範囲

目標アから:地層の重左 bや広さ・・・…

・立体的K地層のつ<tをとらえる

〈教科書〉

・道路の切b通しの対岸〈教科魯)

点から線へ:スクールの大きさの拡大一一地域

・地層の上下部・央ゆき

・道路・川・小さ左谷の対岸

・小烏谷地域の居也・中村宙滞

〔図ー 1J広がり

小文字アルファベ p トは露頭

)'J 

、、--_
一‘
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N 素材の調査

1. 小烏谷地域の地層〈第三系・四ツ役層)

〔図-2)

鎮西清高「北上山地北緑の新生界 IJ~

よるお:傾城峠安山岩及び火砕岩部層が分

布している地域K相当する。

「岩手県地質説明書1J ~'Lよると、岩相

:安山岩質凝灰岩、角礁岩、粗絃凝灰岩、

火山岩質疎岩、凝灰質砂岩シルト岩等から

成る。

模式地:一戸町傾城峠付近一帯

層位関係:Ij呪泥岩、砂岩、瞭岩部局K

整合K重左 b、双畑泥岩、砂疎岩互層K整

合K被われる。

之 小烏谷付近の地質と露頭分布図〔図-3)

「岩手県地質説明書 IJGEOIρGICAL

MAP OF THE HUKUOKA JOHOJ 1 

.AREA IWA!τ官 PREFECTUREを手が

かbとして調査したもので第四系の植岡層

が、川叉と高山の北方K、門ノ沢層の最下

部と思われるオスト νアグラピテスタを含

む砂穣層が上女鹿沢K分布している。

露頭の分布ま〔図-3)のように多〈、

特色として次の点が挙げられる。

(功安山岩;枯板岩・チャート角礁を含む0

(2) 植物化石(樹幹化石〉を含む。

16 

(劫浮石質組粒凝灰岩の庖を含むととが多

レョ。

(骨分級の悪い部分がある治九傾斜弛緩か

である。

(劫殆んど断層が見当らなν、
〔図-2)の柱状図の下部~中央部分治、

との地域K分布している。

堆積状況を推測すれば、湖成層であるう

と思われる。

〔図 -2)

'伽WA 下0"''''“tlo刈2D吋4
S抑制制AItoY'1Mcrti側 ~OO土門

su割問刷澗削除tt<<fi."l!OO、300刊
KA'DOti側IWA恥制抑制明。"

W刊YAKU
'fornc<<fi 0司

〔図-3]

問期1聡E
hrpe附1I01e
~u'ta 



a 高屋敷・居也・中村付近の案内図(ルートマップ)(図-4)

V 単元構造図・指導計画〈省略)

VI 指導の概略 (S. 48 . 9 ， 5A 28名男14女14)

〔課題〕 小烏谷の土地はどのよう Kしてできたのだろうか。

第 1次地層の観察

露頭観察の計画と実施

(由時間 12時40分出発......4時(3時間20分〉

(2) 班編成と仕事の分担 (TS班長、層面の色とまわタの地形、生物のようす、 TT岩石採取等〉

(司観察ルート〈ルートマタプKよる)

(4) 観察記録〈層面の色、含まれているもの、露頭のスクタチ〉

(5) 岩石採取(岩石他地層造成物)

(6) 反省会〈整理と次時の準備)

第 2次 露頭の・モデルづく bと成因

(1) 地層のモデルづく t(露頭のスクタチの着色と含まれている物の吟味)1時間

(2) 指導の概略〈ゴリラ山@の地層毛デルをもとにして〉

く露頭のしま模様K注目させ、水の営力によるととを推論させ、分級作用をピーヵーで検証さ

せた>

<露頭のしま模様を地層と呼ぶととを教える〉

<地層K含まれている巨疎K注目させ、水の力の大きいととを推測させる〉

まとめ ゴリラ山K見られた地層は流水のはたらきでできたものである。

その水の力は大きい。

第 S次地層の広がb

(1) 時間 8時間

(2) 指導の概略

T:ゴリラ山は、水の中K積ってできた岩石からできている乙とがわかbましたが、他の所はど
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うか念。

c:首をひねる。隣人と話し始める。同じ石が入っているから同じようKしてできたのか左。

<共通点を探すためK特徴を挙げさせる>

① 珪化木が含まれている地層

②軽石がまじった岩石の地層

③ ざらざらの大きな角ばった石とるが含まれている地層

④ 角ばった榎のようKはがれる石とるが含まれている地層

.<ルートマフプK①一茶、@一官、③ー赤、⑨ー緑の色をぬらせる>

c:ゃっばb同じだ、か〈れているん夫元

T:そうか在、高さでくらべてみよう。く図K書いて比べさせる>

T:図からわかるととは、

①道路の切b通しの左右は同じ地層@

② JII(l)両岸が同じ地層@~

③若子内とゴリラ山と同じととろがある@~

④水道山とその近くは、ゴリラ山と同じととろがある(Dt)

T :低い方から願K重ねると、@ー@ー@-(2ゅー(1)~ー⑦@

<ゴリラ山と同じように積ってできたと ζろが、向うの山Kもあるととをわかる>

T: 積った地層の厚さはどれぐらいかな、 ~-(Dまでの高さはどれぐらいか念。

<5万図を見て、約 50m近くあるととをわかる>

C:そうするともっと厚いな。

T: 1固定けでとん左K厚〈積ったのでしzう地句

く高さを比べたときの図を用いて考えさせる>

c: 3園、 4回、 5回、 6回左ど。

<分級作用をもとに分けさせるo 植物化石K注目させ何年もかかって積ったととを推測させる〉

まとめ地層は山の向とうまで広〈厚〈積ってできている。

T:なぜ谷に走ったでし主うね。との辺の地層は20，000，0ω年前〈板番〉頃K出来たといわれて

いるが、 1年聞に 1_だけけずったとしても、今までに 2o.000mもけずるととに在るんだよ。

四 反省と今後の課題

l 地域の素材を教材化するととKついて

。一戸町教研では、過去8年間継続して'地学学習に地域の素材を，という研究にと bくんだ

ととがある。基本的Kは'地球K問いかけ地球から学ぶ，という考え方で実地学習が尊重され

ていた。そして地理的意広がbを持つよう Kスクールの大きさを感得させつつ効呆を高めよう

と指導を試み実践交流をし合った。そして、いささかま bとも効果を認め合ってきた。

0 との一例では、地域的K特色のある四ツ役層の調査を行左い教材化を図ってみたが、門の沢

居のオスト ν 7ペタドみたい左分級の整った典型的在地層が左〈、分級作用を教えるのKは苦
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労した治Z、大まかにはとらえさせるととができた。樹幹化石は、当時の陸の様子を想像させる

のに充分であった。難点は木の葉化石の少ない事である。

o 学習の中心K在ったゴリラ山(Gf))は、古〈東北本線の複線工事の際、谷を埋めるためK崩

したものとか聞いているが、距離的Kも、スクールの面でも、足場の面でも第 1級の露頭とみ

ている。風化もひどい治人いつまでも大事Kし荒さないようにしていきたいものである。

。今後、地層の広がbをとらえさせる指導Kは、植物の炭化した層をキィベタドとするととも

効果が期待できそうである。

Z 授業を終えて

o 授業をしてかつての実感は、子ども等が活気K満ちた学習をしたので気分がよかった。〈女

子。一部は消極的〉

。ルートマップ程度の錨置の地域であれば、一つKまとめて考えることが可能であるととの確

信を得た。(各地点を結びつけて広がbをとらえること〉ただい論理的思考面をしっかb組

み立て左ければならまい。((i)O)の全体と@の一部が共通である。@の全体と@の一部が共通

である。従って、~渇は@の一部である〉

o 事後調査は省略してある効k 分級作用についての誤答の原因は、露頭の兵クールとピーヵを

使用した毛デル実験のスクールのちがいから認識が同一では左いことにあるのでは左いか。叉

実物をモデル化する際Kは、その実物がサンプルとしての条件を十分K具綿してい左かったと

とKあるのではないか。従って、分級作用を理解させるには別の方法が考え出され左ければ左

らない。(テク=ヲタ上の問題があるKしても〉

¥sIおわりに

冒頭に掲げた目的の半分は遥成できたと自己満足している治、今後の実践に委ねられるととも多

ν=。
地学指導は、どん左苦労があろうと可能な限払肌で感ずる実地指導を兵ローガ:;，VCしたい。

報告ーその2- 昭和-49年度予算

収入繰 越 金 135，925 支出通 信 費 30.000 

会 費 100.000 講師謝礼 20.000 

会誌(会員外〉 5，000 総 会 費 3.000 

広 告 料 24，000 巡 検 費 3.000 

合 計 264.925 研f 修 費 3.000 

号会誌 6 - 7 
印制費

200.000 

事 務 費 3.000 

予 備 費 え925

合 計 264.925 
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IIQST，について

岩手大学教育学部井上雅夫

わが国の海成堆積物(現世~中新世)~は、徴古生物の研究者の問で俗~'OST" と呼ばれて

いるクイ質 (Si02)の生物殻がしばしばみられる。形はラグピーのたまあるいは卵を上からつぶし

て扇平にしたものを想定すればよい。長径が 1∞ミクロン程度で、クイ藻〈多くは数十ミクロ:1')

よbは大きし動物プラ Y クト yの放散虫と同等の大きさを有する。したがって、大きさがよびク

イ質殺を有するという点K辛子いて、との粒状の殻は放散虫では左いだろうかと考える人もいた。し

かし、ふしぎ左ととK、三陸沖左ど諸地域の潜底堆積物K含まれているのK、日本近海はbろか世

界中の海K拾いてそれに該当する放散虫その他のプラY タト Yがみあたらまい。現在は絶滅した過

去のプラ yクト Yだからであろうか。

ととろで、とれが 1I0ST"と呼ばれるように左ったのは昭幸似へ岳5年である。現在大阪大学K

台られる中世吉幸次郎先生はとの粒の存在K気づいたが、だれKきいても何であるか結論がでなか

った。そのうち棋山次郎先生が「とれは乙姫様のしらみのたまどやでJと冗談をいったのが基K在

って、 'Otohimesama-no-Shirami-no・Tamago 11 (0 S T )という=-~クネームが

誕生した。

との 110ST.の産出は、時代的Kも地理的Kも広い。とれだけ産出するのに何であるかわから

ないのは、放散虫あるいはプラ Y クトンであろうと考えてたずねてゆくところにあやま bがあるか

らでは左いか。

第一K、プランクト Y と考えると金かし左ととろがあるo それは三陸沖の堆積物でみられるよう

に、陸K近い方Kは存在するのに沖Kゆく Kつれ誠少し消失してしまう。

第二K、共存する生物設をあげてみると必ず共存しているのが淘綿の骨針である。とのととは、

1I0ST"が海綿ないし海綿と同じととるK生活する生物であるととを意味し左いか。

第三K、日本だけにしか出左い生物般であろうか。世界の他の場所でもみられる生駒殻であるま

らば文献があるはずo

そして上記の事実をふまえて海綿K関する文献を調べてみると、ある種の海綿訪韓つ外皮を構成

する一組ひとつぶが "OST.~類似しているととがわかった。との粧を sterraster臼乎んで

いる。そしてとの sterrasterから成る外皮の内部には骨針が多数入っている。 1I0STII= 
sterrasterであるとすれば骨針と .OST.が共存する ζ とも説明できる。そのためKは、

sterrasterを有する海綿を入手して I1OST"と比較する必要がある。

わが国で sterrasterを有する現生海綿の産出海域は相模湾・佐衡中がある払採取留もた個

体数も少ない。ただ報告された図・写真いずれも sterrasterと・OSTIIが同一である可能

性を強めるものであった。そして 1969年東京大学海洋研究所の淡背丸が相模湾で採集したいくつか

の海綿試料のうちからただ 1個であるがsterrasterから成る外皮を持った海綿個体がみつかった。
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sterrasterと1I0STIIの比較検討は、主として走査型電子顕微鏡で行なったが、形・表面

模様・内部構造それぞれにつき多少違いはあるが両者はまず同じと考えてもよい。 1I0STIIが海

綿の部分化石だというととによって、 'OSTlll個だけにあたる生物が現生の生物中Kみあたら

ないわけが容易K説明できる。現生海綿K

ないて sterrasterをつ在ぎあわせて

外皮を構成させているのは粘膜のよう左弱

い力であるととが明らかになっている。つ

まbその.枯牒による結びつきが死後断たれ

てバラバラに散乱した sterrasterと

そ I1OSTI1と従来呼ばれてきた s所属不

明の徴化石 g であると考えられる。
ト 100 ~7即位~

凹歩十(おへそ)

拘、."~:固ある.

白色夜明
宅，."，lJ鞍E
st_eA. 

事Pわ þ~、興味がある方のために、どんなふうにしたら 110 ST.がみられるかを述べて辛子きた

い。材料は現世~中新世の珪藻質泥岩左いし珪藻土〈もちろん海成)がよい。県内K例をとれば、

鑑者。知る範囲では金田一村の珪藻土で容易Kみつけるととができる。材料の岩石をほぐすのには、

通常、過酸化水素水中で数Fの試料を煮沸しでもよいし、筆者はさらK超音波洗浄器を用いてほぐ

し洗浄している。次K細粧部分を除いて濃集するわけである治九 250メッシ晶(63ミクロ:.')のふ

るい(径は12cm位のものでよい)を用いればよい。ただ細かいふるいになると数千円を越す値段K

なるので、簡易法として、傾しゃで細粒部分を捨てていっても "0ST/Iをみることはできる。同時

に海綿骨針・放散虫・諸鉱物粧もみられる。まさ~'シラミのタマゴ s のイメージK ピタリであ b 、

ぜひ一度どらんK在ってみるととをかすすめしたい。

〈昭和49年10月の本会総会で講演したものをまとめたものである〉

行事報告

・4咋 10月19日〈土〉総会開催。盛岡第三高等学校視聴覚教，'-rて。 48年度行事報告、決算報

告、監査報告を承認したあと、49年度役員・委員・事業計画・予算を決定。そのあと、岩手

大学教育学部、井上雅夫先生の「主?とひめさまのしらみの卵と三陸沖の堆積物」の部演。

・必年12月18日〈水〉教育センターでスライド研修会。烏海山と月食のスライド中心K研惨会

がもたれた。夕方から天体観望を予定していたが、悪天候のため中止となった。

・5昨 2月21日〈金〉講演会「宮沢賢治と地質学J、講師・弘前大学助教授、宮城一男先生0

・50年4月20日(日〉大森沢巡検。デポン紀、シルル紀層、花樹岩Kついて研修。

・会報 24 • 25 • 26号発行

・委員会 4回開催。

.昭和必年度役員

会長橘行一〈岩手大〉 副会長高橋維→s(岩手大〉

委員 菊地武男(下寸路中〉 佐藤敬悦(河南中〉 佐藤利美(盛岡三高〉 佐藤洗(盛

間四高) 高橋北英〈教育センター〉 多国元彦〈岩手大〉 照井→思(種市高)

久光正雄(盛岡一雨) 福田 学(城東中) 横沢一男(教育センター〉

監査村井貞丸(岩手大)
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大森沢の 地質巡検

会報 25号の通り 4月208 ( 8 ) 13時長安寺バス停前集会。草木も茂らず快晴で直Kクサ

ヤミ沢K一同向う。

岩大学生のルー トマクプや露頭写真の配布を受け、説明があった後、クサヤミ沢K入D、基

盤の才樹岩質砂岩の関係を見る。接触函K搬疫のある滑面があ る。ととで写真やサ ンプんをと

る。それか ら上流の合化石石灰岩を見た。基肢と言う花胤岩質砂岩層の傾斜はゆるく見えるが

石灰岩の方は近距隊であるが傾斜が急である。との沢でデボン紀の静岩の転石も見る。

笹の平の崖κとPついてデボン系中の花陥1岩質砂岩や花陥1岩のった塊や礁を観察。1tT岩は用状

のものや不規則な形でデボン系中で花樹岩~ と共VL入り乱れて混在する事がある。特K砂岩騒

が花沿i岩礁を多〈含むと花偽i岩と同じ岩質となり、一見花制岩の岩脈状K見える事があるわけ

である。また、石灰岩瞭を含んだり、石灰1tκなった部分もある。

露頭前で写真をとb、盛岡K帰る人もいたので 15時現地解散。盛岡渚は 18時を過ぎていた。

記名洩れもあったが、参加者は次の)nJり(記名願)。柳沢忠昭、JII上悠司、高橋北英、阿郎防

一、 高橋一男、藤野俗説、加藤章、多国静雄、津島梢三、鈴オ敬市、佐藤二郎、瀬戸英子、 広

回功子、 楠行一、 奥山機美、 僑本英明、 ~ß\郁夫、 狩野敏男。(瀬戸 ・ 広田記)
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昭和 49年度地学ニユース

(昭和 49年4月内4召和 50年 8月)

4月 連絡によると、早朝、烏悔山から灰

2日 水墨Kも月?マリナー1(}号が撮影。 色の噴煙が 5、 6百m上がっている

ライル・ブロードフット博士は、マ のが確認された。また、秋田県由来IJ

リナー10号から送られて来た水星の 郡象潟町役場Kよると山頂の西但IJVC

裏側を写した写真K不思議な物体が 泥流らしいものが 2Kmほど流れてい

写ってきPり、水星の月かもしれ左い るのが認められたという。

と発表。

北半球の寒冷化進む。気象庁では今
5月

後1Q数年は続くだろうと予測。 8日 桜島、 1カ月ぷ ttJ爆発。桜島南岳

4日 冷水帯40日ぶり去る。 2月中句から は午前11時 9分空気震動を伴って約

本県沿岸K屈すわっていた冷水帯は 1カ月ぷり VCtJ爆発し、灰褐色の噴

約40日ぶり K去り、水温もやっと正 煙を約 2、 8百mの高さに噴き上げ

常在状憩K回復した。 た。

大船渡で軽震。午後4時37分頃、東 6目 立夏。との日、県内は肌寒い 1日だ

北地方から関東地方Kかけて地震が った。八幡平では20cmの降雪があっ

あった。震源は福島県沖、深さ約80 た。盛岡市の最高気温は1&7度。平

Kmo大船渡では援度 2の軽露。 年の19.5度を5.8度も下回った。

11日 年々弱まる重力。アメリカ天文学者 9日 伊豆沖地震。マグエテ a ードは6.8

トーマス・ 0 ・バンプランダーン博 で超大型とはいえ左かったのに大き

士がデータを発表。 な被害を出した点について、気象庁

12日 県下K強風。盛岡地方気象台Kよる は、震源の深さが約2加と浅いうえ

と盛岡市では午前11時 35分K瞬間最 陸地K直下型だった。また被害地の

大風速 19.2mをま盟ました。 地盤が弱かったなどの理由をあげて

20日 八丈島南方で2、 3百mも海底が異 いる。

常隆起。 11日 六角柱状岩石群、江刺布の天然記念

21日 強風雨、各地にツメ跡。強い低気圧 物K指定。六角柱状岩石群〈輝石安

の影響で、県下全般K春あらしK見 山岩〉があるのは岡市岩谷堂字袖

舞われ雨の被害が出た。一関地方で 沼8の私有林内、広瀬川左岸K高さ

は回生田が冠水し、盛岡でも27戸が床 約2m、幅50mVCわたって露出して

下浸水した。 ν、ゐ。

24日 鳥海山また噴煙。 6合目付近まで降 17日 真夏の顔見せ。移動性高気圧Kすっ

灰o 山形県鳥海山噴火対策本部への ぼ b榎われた日本列島はどこも真夏
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を思わせるよう左暑さだった。宮古 22日盛岡・宮古で軽露。東北地方制じ部

では平年よ T10.5..度も高い29.2度を 中部K地震があった。震源は本県沖

ま猿したのをはじめ、大船渡2&3度 深さ 30Kmo

一倒2τ5度、盛岡2τ4度と、各地と 25日 一関地方や花泉地方K雷を伴う降ヒ

も今年最高の暑さと左った。 百ワと大雨があり、業タパコなど農

18日猛暑の洗礼、盛岡で32.1度。 5月と 作物K被害が出たほか、土砂崩れ左

しでは盛岡気象台開設以来最高。 どが発生した。

19日 8日連続の真夏。盛岡319度。

27日 県内K降ヒョワ。午後 1時すぎ、北
7月

上布、久慈市、秀明郡東和町、上閉 5日 関東一円K酸性の雨o

伊都宮守村など、県内各地K局地的 台風 8号発生。

Kヒョワが降り、農作物K大きま被 6日台風8号の影響で、高知県南国市で

害を与えた。 竜巻発生。

7日 台風 8号の影響で、集中豪雨のため
6月

兵庫・岡山で死者 2名、行方不明4

2日 二戸のB長沢地区第 1次発掘終わる。 名。

縄文中・後期の縦穴住居跡 8カ所と 8日台風8号のため山樟波、ガタ〈ずれ

埋葬跡 8カ所が発見されたほか、住 発生。午後 6時台風 8号消滅。

居跡内外から石ぞく 4個、石ふ1個、 10日 日本上空K梅雨前線が居すわれ各

土器片多数が出土した。 地K被害。

7臼 梅雨前線が次第陀北上、県内もそろ 19日 北九州、近畿、四園地方の梅雨明け

ぞろ梅雨入れ今年は梅雨の入りが ソピエトのソユーズ14母が15日間の

早〈明け治混いという予報。 宇宙実験を終え帰還。

8日 アメリカ中西部のオタラホマ・カン 20日 東京都内Kグリラ豪雨。床上浸水

ザス両州は大竜巻K見舞われ、少な 500戸、床下浸水 T切戸在どの被害

〈とも17人が死亡、 100人以上が負 を出す。

傷した。 22日荒JlI沿いK地震の巣/東京都防災会

11日 雫石町滝ノ上の地熱開発は、ポーリ 議の地震部会は東京付近の直下型地

ング個所から出るヒ素の処理カ線題 震Kついての調査をまとめた。との

K在っているが、ヒ素を含む水を断 調査で群馬県南西部〈埼玉県中部)

層を利用して地下K還元する実騨周 東京都北東部(千葉県北西部〉を結

査に入るとと Kした。 A号車川沈降帯の内部VC3カ所の活断

県内梅雨入b宣言。 層を発見した。

ロ日 宮古地区民切で雷を伴った集中豪雨 25日 関東甲信越地方やっと梅雨明け。

があれ市内周辺部で停電や土砂崩 東海地方24日から25日Kかけ集中京

れなどのか左 Pの被害があった。 雨K見まわれる。
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28日 新潟県中頚城郡妙高高原町の焼山が 断し、北上。

午前 2時5勝どるZ昨ぶ !HC噴火。 27日増える鳥海山の万年雪。地球寒冷化

ポワルダーの米国大洋大気管理局で か?

6B~太陽K異常在ソラーフ ν7が 28日 関東t東北地方の一部K地震。午前

観測され、磁気あらしが世界各地を 9時50分どる、関東と東北地方のー

襲っていると発表した。とれは数日 部で地震を感じた。

間続くもよう。 台風 16号 17号のアベrI?台風の北

上Kより、西日:本各地K集中豪雨。

8月
80日台 風1&号の通過によれ d笠原諸島

1日 夜、雷雲が首都圏をぬける。東京都 では瞬間最大風速89m討疎。

内で 8∞ヵ所の落雷・火災・停電・
9月

冠水事故が続出する。

4日 関東地方中心K地震。震源地は埼玉 1日 台風刊号が、四国K上陸、日本海K

で、直下型地震とみられ、埼玉では 抜けた。とのため多摩川堤防が決壊。

推定震度 5tc達したと見られる。 4日盛岡左どで震度4の中震。

5日 阿蘇山の噴火が活発化。 4日午後10 震源、は、岩手県北東部の太平洋岸で

時どろから阿蘇山中岳第一火口が本 深さ 20Kmo

格的左噴火活動を開始した。 10日 台風18号〈ずれの影響で、津軽地方

9日 台風 18号発生o K豪雨、浸水した。

11日 台風 14号発生。 18日 富士山~~)]雪。 18日未明から山頂K

ロ日 東北地方から北海道Kかけて弱い地 雪が降り始めた。しかし、富士山は

震。震源は背森県東方沖 40Km。八戸 午前中すっぽbと緩Kつつまれ、御

2、盛岡・宮古・背森で各 1の震度。 殿場市内から山頂の冠雪は、見られ

15日 台風 15号発生。 左かった。富士観測所の言躍では、

アルゼンチンの2人の天文学者1;:'新 富士山の初雪は平年で 9月8目。

すい星を発見したと発表。とのすい 19日 木星の18番目の咽月四と思われる直

星は「セスコー74Jと名づけられた。 径 8Km以内の小さな衛星を発見した

18日 台風 15号消滅。 14号は西進。 とヘイル天文台治勢表。との衛星は

24日 台風 16号発生。 もとは、火星と木星の聞の軌道K散

25日 午前 10時四分どろ、関東と東北の らばる小惑星だったのだが、木星の

一部K地震。震源は八丈島東方沖40 方へ近づき強力な引力にとらえられ

Kmo たのだろう。

上海沖でいったん梯低K衰えた台風 ハリターンが、ホンジ品ラスを直撃

14号は24目、沖縄の北西海上で台風 死者一万人と推定され、農作物の鈎

K復活した。 '1Jが失左われた。

26日 若がえbした台風M号は、本土を縦 21日 秋田駒タ岳が噴煙?田沢湖駅前の羽
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後パスターミナルでは、午後 1時半 Kあるイタリアのサンマルコ発射台

とろから、 2時間ほど、山頂から白 から米国のスカワト・ロタクトで、

い水蒸気がのぼっているのが、肉限 打ち上げられた。同衛星の観測装置

ではっきり見え「初--30mはのぼっ が、 「はくち I う盛メーへ」のブラ

ていたのでは左いかJと話している。 タタ・ホールを明らかKするだろう

しかし、田沢湖高原の旅館や、ホテ と期待されている。

ル、それK駒ク岳の 8合目までのぼ 17日 大船渡で震度2。震源は宮城県沖深

っている羽後交通のパスの運転手ら さ約40Km。

は、爆発音ゃ揖勘は感じ左かったと 24日 山々はすっぽP初化粧。列島は久々

言っている。 の日本陣れ。大陸の高気圧が張b出

30日 ①大船渡で震度 2例也震。震源は、 い日本列島は冬型の気自己置と在

宮城県沖の深さ約 40Kmo り、北日本を除いて澄みきった秋蹄

②早〈在った地球の自転。日(lC1万 れと在った。

分の 5秒、東京天文台の観測で明 26日米アリゾナ州のキタトーピ-?電波

らかK在った。昨年暮れから続い 天文台で、電浪望遠鏡K新設備をと

ている現象で、原因はまだはっき bつけ、感度を10倍にして観測を続

Pし1iいが、天女1Vf究家の聞では けた結果、銀河の中心近くの水素雲

気象的要素が、影響していると見 の中Kエチルアルコールが、自然の

た方がよい。 状態で存在するととが発見された。

同天文台のパトリタク・パーマー博

10月
士は「宇宙のアルコールは地上で酒

6日 "太った"西之島噴火の危険まだ残 類をつ〈る時K使われる発酵法とは

る。満 1歳Kなったとの島の 5つの 全〈異なった複雑左化学的過程でつ

火ロKは、水蒸気も噴煙も全くみら 〈られるdと述べた。

れず、をちついた感じだったが、旧

島寄bの沿岸Kは、黄かっ色K変色
11月

した海水域も見られ、噴火の危険は 1日 柄J暁・青森・盛岡・新庄などの北海

まだ残っている。 道から東北までの平野V($"ける広い

10日 東北・北海道で地震。震掠は、十勝 範囲K初雪。盛岡地方は、午前中は

沖の深さ40Kmo盛岡震度 8、宮古箆 雨降りだったが、午後1梼 30分頃か

度2、大船渡震度 1。 ら雪K変わった。冬型の気回己置の

15日 イタリ 7で、プラグタ・ホール解明 ため。

へ観測衛白Tち上げ。イタリ 7科学 9日 午前 6時23分頃、北海道・東北地方

者は、宇宙線を観測する英国のエー を中心K、かなり強い地震があった。

リアル 5号人n塙昼を軌道Kのせた。 震源は、苫小牧沖の深さ約40Kmの地

重さ 131Kgの胃蹄星はクエア海岸沖 中でマグェテュード6.40 各地の震
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度は、北海道の浦河 5、釧路・紋別 12月

4、青森・帯広 8、相J暁・宮古・八 5日 朝の盛岡地方の気温は氷点下9.2度

戸・盛岡 20 で、平年よりも 7度も低かった。夜

18日 青森市で午前9時の積雪量が、 8lcm 時れ上がった上K、秋田県の忌000

K達し、 11月中句としては明治41:年 メートル上空Kは、大陸から流れて

の8ゐ"に次〈観測史上2番目、筋年 きた氷点下8伎の寒気回があったた

ぷりの大雪。盛岡地方気象台の午前 め、地上が冷えたらしい。県内で最

9時までの観測では、和賀郡湯田町 も寒かったのは、京U持す薮川の氷点

で57cm、同郡沢内村で87cmo 下 1&2度。

14日 国鉄北上線管l岸より 1カ月も早〈ラ 6日津市納所町の古代人集落跡である

フセル車が出勤。 納所〈のうそ〉遺跡から2.200年前

16日 朝8時S扮頃関東地方全域と、東北 の弥生時代前期K用いられたと見ら

中部、北海道の一部でか宕 P強い地 れる木製のくしが出土した。

襲。震源は、銚子付近の深さ約40Km 17日 午後 5時40分頃、東北地方中部の太

で、マグエチ晶一ド60各地の震度 平洋岸で地震。震源は、岩手県沖の

銚子4、東京・福島・横浜・水戸 80 深さ約4OKmo各地の震度は宮古2、

17日 米航空宇宙局は、バイオエ710号が 盛岡・大船渡 10

撮影した木星の最大の月「ガエメデ」 初日南極のやまと山脈のふもと 9Km四方

の表面写真を発表した。とれKよる の地域で、 82.個もの損石が見つかっ

と、木星の月 Kも地球の月と同様の た。最大のものは、直径勧mで、重

海があるととがわかった。月の大き さ4K90 82個のうち、l'阿国は、わず

さは、直径5，270Km、密度は水の2 か日m四方の狭い地域内で発見され

倍。太陽K照らされた表面でも温度 た。

は、零下 145度という寒さ。 エテオピア東部ハラール地方で、国

29日 皆既月食が、 29日午後1鵬 28分8紗 際人類学調査団が、 800万年以上前

K始まれ 1時お分6秒Kは、月が K生存したとみられる、入績の化石

地球の陰Kすっぽりはいった。 を発見した。

80日 朝 7時 6分頃、関東地方を中心K、 21日 イルカ4頭が、東京湾から隅田川K

北海道から沖縄まで広い範囲Kわた 迷い込んだ。関東沖の黒潮が、例年

って、列島を縦断する地震があった。 より 1カ月以上も居すわbを続け、

とれは「保発地震Jであり、非常K 南下する"冬の海"とぶつかり、暖

珍しい。震源は、鳥島近海で、深さ 水塊と冷水塊がちぎれたようK入り

約 800Km、マグエテ晶一ド7。各地 まじる現象訪鳴きて、イルカはとの

の震度、東京・福島・館山4、水戸 暖水塊のせいで東京湾にはいったら

-横浜・銚子・白河 8、仙台・石巻 しい。水温は、大島の波浮港で2q変

-那覇 2。 近くだった。
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26日 午後11時 59分頃、伊豆大島で震度2 Kは、早〈も移動性高気圧が現われ

の地震あり。三原山火口付近でと〈 て冷え込む。本別では零下2綾 K在

K揺れ治敬し:かったとと左どから、 b、青森では積雪が 1mを超す。

火山性地震と見られている。

27日 午前1鵬部分頃、また伊豆大島で地 2月

銭。震度は 8でやはり火山性地震ら 6日 低気圧が日本の南岸沖と北海道の北

しい。 方Kあり、東進して東北地方は雪と

1 月
する。

8日 西高東低の冬型と在り、寒さがきび

5日 今冬は天気が変わりやすい。気回E しい。昨年来の寒さ Kよれ道路は

置は秋の続き又は一足飛びK春型K コチコチで歩行K注意を要する。

変わったかと思われる程である。 12日大陸の高気圧が移動性と左久東シ

9日 盛岡市でも最低気温零下0.7度で、 ナ海K現われ、日本付近の強い季節

8月下旬の暖かさと在った。 風はようやく衰えてきた。朝晩の冷

11日 サターン・ロクットの焼えがらがイ え込みはきび Uρが、次第K寒さも

ンド洋Kも落ちてきた。 ゆるむか?

ロ日 日本海側K初のドカ雪。青森では 8 17日 冷え込みをもたらした低気圧は、東

日続きの注意報が出て、 8>cn也L上の 方海上K去ったが、その後発達し、

積雪と左 b、各地でFイヤ大幅K乱 中心気圧 950mbと巨大K左り、海は

れる。 大荒れ。

13日 今冬 1番の冷え込み。玉山村厳川で 19日 「背天の氷撃J千葉県茂原市の水回

は零下22.4度と在った。 K直径勧mの氷塊tJ~降ってきた。犯

17日 寒波第 2浪が北海道を襲い、激しい 人は旅客機という説もある。

吹雪治吹き指1、所Kより積雪印m 20日 駒ク岳K噴煙上がる…・・突は雪解け

以上。 Kよる水蒸気の大量蒸発であった。

19日 日本海側を中心K冷え込みがきびし 21日 真冬並みの媒気団で日本列島大雪で

〈、星雪型K走りそう。上越市では うまる。

積雪 1m余。十日町で 2m以上K達 24日 東大宇宙研が打ち上げた科学衛星が

する。 軌道にのる。太陽放射線と地球の超

24日 阿蘇の外輪山付近を震源とする地震 高層大気の相互作用の長期研究とす

tJ~、依然続いてい・る。 る。

盛岡市の最低気温は容下0.8度で、

平年よりも 6度高い、 8月下旬並み
3 月

の肢かさ。 1日地震予知連絡会では円11崎市附近の

31日 相変わらずの冬型で、日本海側では 地盤峰起と地下水の上昇と関係があ

小雪がちらついているが、大陸東岸 ゐ」と発表。中国."，/速では地殻探

28 



部からの地下水の上昇は地震と密接 戸ゼンソク Jとして、同地区は地域

左関係があるとし、ラドン左どの成 指定とするよう環境庁陀要請する事

分が地下水K多ければ地下水位が上 になる。東北地方では最初である。

ったと判明できるという。 19日 小笠原諸島附近の最初の火山活動と

2日 M 82、NG C 253の銀河系以外の 2 共K、硫黄島では一部訪韓起した。

つの星雲κ、一酸化炭素が発見され 21日東北地方K大雨。宮古で2関問、山

た。 崩れ、その他侵水家屋1，000戸。国

8日 間和 8年 8月8日の三陸津波と関連 鉄線も不通箇所発生。北海道でも大

して、津波防災訓練が行在われたが 雨。何れも雪どけ水K雨が加わった

市民の関心も薄〈、避難した市民は ため、大きな春先の被害を出し、総

数える程だった。 被害額44億円以上と在った。

国道 107号線雪崩のため1B砕から翌 22日 中央アルプス宝剣岳で、雪崩のため

朝 6時まで交通規制。 8人迎難。春先の雪山の表層雪崩や

4目 安家洞天然記念物K指定。 底雪崩Kよるもので、天候も「彼岸

7日 マリナー10号16日K、水星まで210 荒れ」と呼ばれるように暖気・寒気

hの至近距離を通過すると NA8A が入b乱れるので、春山は注意を要

が発表。(実際は150Kmを通過した) する。

11日 盛岡市内6&mの積雪で、ロ年の気象 26日 胆沢若依川村の増沢地区は21日夜か

台始まって以来のドカ雪と在る。た ら忽日朝Kかけて、地すべりや地割

だし、最低気温は氷点下2.5度。 れ1;努生、幅ωm、深さ 2-30m、

22，5∞戸停電、西根町で 8校が休校。 長さ 1Kmにわたb陥没した。押し出

松尾村で3，000万円の被害。 した土砂で作業小屋や神閥、杉が倒

ロ日 淡水層から発見した翼の全長15mを 壊。北損金川をせきとめた。地とbは

とえる翼竜の化石を米テキサス州の 25日も続いた。誘因は21日頃からの

メキシヨ国境K近いピタタベyト国 東北地方全体K降った大雨で、増沢

立公園で、カリフォルエア大の学生 地区では 200聞に逮した。

が 8年がか b で発掘。ただし、 ~OOO 初日 北海道北見地方K、季節はずれの大

万年前K生息していたものだという 雪が OOcm以上積もった。

が、との点は確める必要がある。

14日 テリ北部でマグエテ晶一ド7以上の

大地震地鳴生。

17日 八戸市の臨海工柴地帯ではゼンソ夕、

慢性鼻炎左どの呼吸器障害を訴える

人が数年前から増加し、大阪市や静

岡県富士市並みと左った。原因は工

業地帯K起因する大気汚染で、 「八
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1974年 11月29-30日の皆既月食観測

久々に日本全国で皆既月食が観測された。との目、岩手呆内は夜間快附K恵まれて、多〈の人達

が観測したととと思う。

我々は、岩大歓育学部屋上で光害K悩まされ左がらとの観測を行左った。

月食の教材作製を目的K行まったのであるが、左ぜか盛岡止さEだけ、たびたび曇ってしま同最

後まで連続撮影をするととができず、残念であった。

今回は、その中から 2枚の写真を紹介する。向、使用した望遠鏡は 2台(.::コン8Ct71¥ TS 6. 5 

cm)、他にカメラ 4台である。

下表は、その時の月食と、今年の月食の状況であれ時刻はすべて中央標準時である。

1974年 11月29-30皆既食

半影食の始め : 29日21時 25.3分

かけ始め : 29 22 28.6 

皆既の始め : 29 28 85.1 

食の最大 : 80 。。 13.3 

皆既の終b : 80 。。 51.6 

かけ終b : 80 01 58.1 

半影食の終b : 80 08 1.4 

食の最大の食分:1.295 

写真の鋭明

① 1、2………60順で復円してゆく月

NEDP.AN SSS、マミヤ C220 

(1)30日01時04分 00秒

F:81/4(4分の l秒〉

ω80日01時 07分 29秒

F: 8 1/60 

(8)初日 01時 10分54秒

F: 8 1/125 

(4)30日01時 14分59秒

F: 8 1/125 

80 

岩大教育学部地学研究室

1975年11月19日皆既食

半影食の始め : 19日04時 25.6分

かけ始め : 19 05 38.6 

皆既の始め : 19 07 2.6 

食の最大 19 07 28.4 

皆既の終b : 19 07 44.2 

かけ終b : 19 09 8.2 

半最多食の終b : 19 10 21.2 

食の最大の食分:1.068 

( 1974，75年理科年表よ t) 

(5) 80日01時18分 46秒

F: 8 1/125 

(6)80目白時28分野秒

F: 8 1/250 

②オウシ座附近、皆既中の月

NEDP.AN SSS、マミヤ C220 

80日00時25分鈎秒~釘分00秒

F: 2.8 120秒露出

A:散開星団プν7デ兵

B:ォゥ ν座の昼アルデバラy
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衣川の増沢の地すべり

8月21日夜から 22自にかけて県下には珍らしく豪雨があb、久慈・九戸・宮古地区でも災害が

あった。

増沢は胆沢罰法川村大字上衣川KあD、水沢市から西方の石測ダム陀向う途中の愛宕という所か

ら分れ今さらに 7Kmばかb臭K入った北股JlIの上流の 5戸ばかbある地区である。

前夜よ.t200ミリ近い大雨があれ怨日 9時半頃突然、地すべbがあれ特に佐々木彦市さん宅附

近の災害が大きしこ訟を中心として巾 60m長さ lKmにわたって地割れ・陥没・地すべbを生じた。

地割れは数本あ b深さも 2-aOm~達し底の万は暗くて見え左い程である。裳山全体も大きく傾い

ですべれ頂上の桐も倒壊した。植林も謝成なく杉も沢山倒れへ密集して植えられていた竹ヤプ地

帯も深〈裂けていた。増沢は古くから山地災害はないという事であった。しかし央羽山系側は一見

地盤が安定して加る様K見えても絶対安心であるという事は必らずしも云え左い様であって、豪雨

や雪どけの時節Kはやはb注意する必勤まあると思われる。 (K.T) 

編集後記

「岩手の地学」も 7号を訟とどけできるまでに成長しました。大部分の原稿は 5、 6月Kいただい

ていましたが、すべての原稿が出そろうまで少し時聞がかかってしまいました。早〈原稿を出して

下さった方がたKはbわひ.申し上げます。印刷代も本号程度でち zうど会費分K相当する位です。

したがってあまり厚い会誌Kするととはできません。しかし手もと K印刷しきれず残った原稿はあ

りません。とれを幸いというか。むしろ投稿論文が多すぎて編集会議でどれを掲載するかけんけん

どうどうと在る方が会の発展のためK在るのでは左いかとも考えます。次号の原稿募集はもうはじ

まっているといえます。論説・実践言疎・紹介記事等ぜひb寄せ下さい。

岩 手 の地学 第 7号

昭和 50年 10月15日印刷 昭和50年10月20日発行

編集兼発行者 岩手県地 学 教 育 研 究 会

マ020盛岡市上回三丁回 18-BB岩手大学教育学部地学教宮司

電話盛岡 23-5171(内線 430) 掻番 盛岡 2022番

印刷所 有隙会社五入社

マ020盛岡市南仙北三丁回 5-6 電話盛岡 35-3121 
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聞東京 (03)251ー 0727(代表)
Tel東京 (379)3466-8 

東京都渋谷区代々木 1丁目26番 1号

“伸びる教育
3MOHP 伸ばせ教材"

島津理化

ピクター
AV 

Te124-0423 

3MOHP 

地学の現代化にお役立て下さい
日本地学教育学会推せん晶

・偏光装置付拡大鏡(ポラスター PO-KI型)

・簡易偏光顕微鏡(ポラスターPO一KII型)

・偏光投影機(ポラビジョン PV -120型)
C P V-120型

-岩石薄片・各種

雲監北辰光器製作所
東京都杉並区久我山 3ー 29-27Tel東京334ー7959

岩手県立教育センター前

掠式 h ~怪冒惨回EI rI:::O 川、 fi1i 担基 E雷 I r.J: 会社 』 尻島 2宜 I町 ，白
盛岡庖盛岡市高松 1丁目13番17号(理科部)

TEL 伺1055 市外局番 (0196)
取引銀行岩手銀行上回支庖揖込先.4025
宮古市本町 1番 41号(書籍部}

宮古市新町 2番 14号(事務機部)

-岩手県地学実習帳(資料集)・
〈参考資料〉

岩手県地質図

岩手県の地質

秋田、岩手、宮城地質対比表

日本列島の古地理図

日本列島の地質略図・日本の変成帯

第四紀椙年表

盛岡の気象要素の半旬別果年平均

盛岡の気象要素の平均値

岩手の天然記念物

1.地震

2.岩手の気象.

3.海図

4.偏光顕微鏡による造

岩鉱物のしらぺ方

5.火山灰のしらべ方

6.地質図による実習

7.段丘調査
宮古庖

新町庖


